
※条件等 同規模・同用途の建物として検討／令和４年10月時点のコスト情報による
いずれの構造も内・外部に木質化を実施する想定／外構工事について含む

木造（市・県産材） 鉄骨造 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

工事費 2億9,800万円 2億6,800万円 2億4,700万円

坪単価 189.9万円 170.6万円 157.2万円

鉄骨造比較 3,000万円UP

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造比較 5,100万円UP

伝 統 と 現 代 が 共 存 し

文 化 が 未 来 に 繋 が る 尾 張 町 界 隈 を

木 造 の ま ち な み で 創 出 す る

1 . 「木の文化都市」をまちに現す
伝統的町家から現代の建物まで歴史的重層性が醸し出す「過去」と「現在」が豊かに
混在する金沢・尾張町に、木造の特徴である柱と梁による木軸架構や、木が映える上
質で落ち着いた形態・色彩による新しい木造建築をつくり、「木の文化都市」を形成
するまちなみの一員となる。

3 . 「木の空間」での営みをまちなみに醸し出す
金澤町家や和の持つ繊細さの感性を継承しながら、現代の素材や意匠も取り入れて令
和の木の文化をまちなみに醸し出す。
また「木の空間」で行う営みをまちなみに醸し出すことで、江戸時代の大通りで

あった尾張町の通りに生き生きとした賑わいを創出する。

11％UP

21%UP

2 . 「木に彩られた」豊かなまちなみをつくる
中庭や前庭などにより植栽や緑化を積極的に取り入れた緑豊かで奥行きのある景観を
つくり、建築と緑が一体で魅力と深みがある木の都市景観を形成する。

金沢市検討 中層木造建築（仮想設計）
いま、日本の木材利用の観点や、低炭素社会の実現に向けて中大規模建築の木造化が注目されています。
金沢市では、尾張町において、まちなみにふさわしい４階建の新しい木造建築について検討しました。

＜コスト比較＞

敷 地 金沢市尾張町
建 物 用 途 店舗、事務所
建 築 面 積 160㎡(68.6%)
延べ床面積 520㎡（223.1%）
構 造 木造4階建
防 火 仕 様 耐火建築物
最 高 高 さ 14.4ｍ※本設計成果は尾張町の仮想の敷地を想定し、課題等を検討したもので、

実際の敷地や建築計画とは関係がありません。

金沢の森の現状と課題
市内の森林は、市の総面積の約60％を占めています。そのうち天然林（コナラ等の広葉

樹）が約75％、人工林（スギ等の針葉樹）が約20％です。この人工林の多くが林齢45年を
迎え、木材利用に向けた収穫（主伐）を待っている状態です。 今後、森林のサイクルの
観点からも、適切に森から伐り出し、使い、植えて、育てることが求められています。

＜コンセプト＞



構造について
・純木造（大断面集成材構法）

・見せる耐力壁としてCLTを使用

・光を取り込む格子状耐力壁を使用

防耐火について
・耐火建築の性能を確保した上に、木
仕上げ

・内部については法令を満たし壁に木
を使用

その他
・工期の検討では木造は約9ケ月となり、鉄骨造の約10.5ケ月、RC造の12ケ月に比
べて短い結果

・計画では木造の床を選択しているが、上下階の用途によっては遮音性能に注意

木材調達について
・想定される木材量は110㎥（構造材90㎥＋内外装20㎥）通常の調達が可能とみら
れる

・金沢産材のスギは内外装材に使用し、県産材の能登ヒバもしくは国産材のカラマ
ツを構造材に使用

・今回の内容でさらに県産材の使用に限定した場合、国産材よりも若干割高（全体
の約1%UP）になるとみられる

CLT耐力壁

外部から感じられる
木の内装と構造部材

4層を貫く丸柱まちなみに合わせた
落ち着いた色彩

シンプルな
勾配屋根

樹木の緑を
感じられる前庭

＜整備についての検討結果＞ ＜平面図＞
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